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5 月臨時会議案審議

  

副
議
長
選
挙

　

田
中　

新
人

  

甲
賀
広
域
行
政
組
合

  

議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

堀　

郁
子

　

第
２
回
臨
時
会
を
５
月
13
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
里
見　

淳
議
員
の
辞
職

に
伴
い
、
副
議
長
の
選
挙
な
ら
び
に
甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員
の
補
欠

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
報
告
案
件
３
件
、
人
事
案
件
１
件
、
専
決
案
件
３

件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

 

報
告
案
件

◦
市
有
自
動
車
の
不
注
意
に
よ
る
事
故

に
よ
り
、
相
手
方
を
負
傷
さ
せ
た
こ
と

に
よ
る
損
害
賠
償
（
３
万
１
５
３
０
円
）

◦
信
楽
町
の
林
道
に
お
い
て
、
落
石
に

よ
り
相
手
方
の
車
両
を
損
傷
さ
せ
た
こ

と
に
よ
る
損
害
賠
償
（
９
万
８
０
８
７
円
）

◦
水
口
町
の
市
道
に
お
い
て
、
側
溝
グ

レ
ー
チ
ン
グ
の
跳
ね
上
が
り
に
よ
り
、

相
手
方
車
両
を
損
傷
さ
せ
た
こ
と
に
よ

る
損
害
賠
償
（
35
万
４
５
０
円
）

 

主
な
質
疑

Q
信
楽
の
林
道
（
牧
富
川
線
）
は
、
舗
装

が
さ
れ
て
お
ら
ず
一
般
の
方
が
通

行
す
る
に
は
危
険
な
道
路
で
あ
る
。

立
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
注

意
喚
起
を
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

落
石
等
に
対
し
て
市
の
責
任
の
範

囲
は
ど
こ
ま
で
か
。

A
早
急
に
立
看
板
の
設
置
を
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
市
が
道
路
管
理
者
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
責
任
を
果
た
し
て

い
き
た
い
。

Q
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
跳
ね
上
が
り
に

し
て
は
高
額
だ
が
、
そ
の
内
訳
は
。

ま
た
、
過
失
の
割
合
は
ど
れ
ほ
ど

か
。

A
修
理
代
と
し
て
23
万
１
千
円
、
代

車
費
用
11
万
９
４
５
０
円
で
計

35
万
４
５
０
円
で
あ
る
。
過
失
割
合

は
１
０
０
％
市
の
責
任
で
あ
る
。

Q
今
後
の
道
路
修
繕
を
計
画
的
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見

解
は
い
か
が
か
。

A
昔
の
施
工
方
法
の
ま
ま
の
箇
所
に

つ
い
て
は
、
修
繕
を
図
っ
て
い
く
。

Q
他
の
箇
所
で
も
点
検
が
必
要
で
は

な
い
か
。

A
集
落
内
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
し
っ

か
り
点
検
を
し
て
対
応
し
て
い
く
。

 

人
事
案
件

◆
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　

松
井　

一
秀
氏
（
水
口
町
）

  

専
決
案
件

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
条

例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
。

◦
寄
附
金
税
額
控
除

◦
法
人
の
市
民
税
の
申
告
納
付

◦
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
手
数
料

◦
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税

の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
も
の
が
す
べ
き
申
告　
　
　

他

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
。

  

主
な
質
疑

Q
限
度
額
引
き
上
げ
に
伴
っ
て
、
影
響

を
受
け
る
国
保
加
入
者
の
人
数
と
そ

れ
に
よ
る
税
収
増
の
額
は
。

A
令
和
３
年
度
の
課
税
ベ
ー
ス
に

よ
る
と
、
23
人
が
課
税
対
象
で

１
７
８
万
７
千
円
、
支
援
金
分
に
つ

い
て
は
16
人
で
１
３
２
万
３
千
円
、

計
３
１
１
万
円
と
な
る
。

◆
病
院
事
業
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
の
一
部
を
改

正
す
る
件
が
告
示
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
本
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
。

選挙の様子
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Q
給
付
の
手
続
き
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
家
計
急
変

世
帯
と
も
に
申
請
は
不
要
。
簡
単
な

手
続
き
で
迅
速
に
給
付
で
き
る
こ

と
と
す
る
。

　

原
油
・
資
材
費
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
商
工
事
業
者
等
の
事
業
維
持
と
持
続

的
発
展
を
図
る
た
め
、
法
人
10
万
円
、

個
人
事
業
主
５
万
円
を
補
助
。

Q
支
給
は
申
請
に
よ
る
の
か
。
支
給
に

あ
た
っ
て
の
要
件
は
あ
る
の
か
。

A
対
象
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
書

類
を
審
査
し
た
う
え
で
支
給
。
商
工

会
会
員
の
場
合
は
、
商
工
会
を
通
じ

て
支
給
す
る
。
要
件
は
、
小
規
模
事

業
者
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
法
人
の

場
合
は
市
内
に
本
店
が
あ
る
こ
と
、

個
人
事
業
主
は
本
市
に
住
民
登
録

を
有
す
る
こ
と
。
ま
た
今
後
も
事
業

を
継
続
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
。

　

物
資
高
騰
に
直
面
し
た
妊
婦
に
対

し
、
無
事
に
出
産
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
給
付
金
支
給
。

Q
補
正
で
の
計
上
と
な
っ
た
理
由
は
。

A
当
初
予
算
は
今
年
４
月
１
日
以
降

に
母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
妊

婦
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
４
月
以
前

に
妊
娠
届
を
出
し
た
妊
婦
も
安
心

し
て
出
産
で
き
る
よ
う
対
象
と
し

た
。

　

物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
、
家
計
急

変
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯
あ
た
り
２
万

円
の
支
援
金
を
支
給
。 

Q
他
市
町
で
は
、
国
費
に
独
自
の
上
乗

せ
が
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
は
検
討

し
な
か
っ
た
の
か
。

A
別
事
業
で
対
応
。
２
号
補
正
で
予
算

計
上
す
る
こ
と
と
し
た
。

◆
補
正
予
算
第
２
号

　

給
食
材
料
費
の
高
騰
を
受
け
、
公
費

負
担
に
よ
る
補
填
を
行
い
、
子
育
て
世

帯
負
担
軽
減
と
安
定
し
た
学
校
給
食
の

提
供
を
図
る
。

Q
今
後
価
格
が
高
止
ま
り
す
れ
ば
、
引

き
続
き
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
さ
ら
な
る
上
昇
が
続
く
場
合
も
、
補

正
予
算
等
で
迅
速
に
対
応
す
る
。

６月定例会議案審議

　

令
和
４
年
６
月
議
会
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か
ら
30
日
ま
で
24
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
、
報
告
案
件
３
件
、
条
例
案
件
１
件
、
補
正
予
算
案
件
３
件
、
そ
の
他
案

件
１
件
の
合
計
８
件
、
ま
た
意
見
書
案
５
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

議
案
の
主
旨
、
本
会
議
・
委
員
会
の
主
な
質
疑
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

  

報
告
案
件

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計
、
水
道
会
計
、

下
水
道
会
計
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
繰
越

計
算
書

  

令
和
４
年
度
一
般
会
計

  

補
正
予
算

◆
補
正
予
算
第
１
号

　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
物
価
高
騰
に
直

面
す
る
子
育
て
世
帯
へ
の
緊
急
経
済
対

策
。
国
の
基
準
に
基
づ
き
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
に
対
し
、
児
童
ひ
と
り
あ
た

り
５
万
円
支
給
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

　

特
別
給
付
金
支
給
事
業

　
　

１
億
５
７
８
万
６
千
円

学
校
給
食
材
料
費
支
援
事
業　

２
千
万
円

妊
婦
特
別
給
付
金
支
給
事
業

　
　
　
　
　
　

３
５
０
０
万
円

小
規
模
事
業
者
事
業
維
持
・

活
性
化
支
援
金

　
　
　
　

２
億
１
５
５
０
万
円

住
民
税
非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業

１
億
４
千
６
０
万
円
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あ
り
、
今
回
交
付
金
と
し
て
採
択
さ

れ
た
こ
と
で
、
補
正
と
し
て
計
上
。

　

小
中
学
校
の

電
子
黒
板
等
の

導
入
に
か
か
る

経
費
。

Q
有
効
に
活
用

す
る
た
め
、

導

入

に

あ

た
っ
て
の
支

援
体
制
は
。

A
委
託
業
者
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

が
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
所
属
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
学
校
訪
問
を
し
相

談
支
援
を
実
施
。
各
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担

当
教
員
が
研
修
を
行
い
伝
達
講
習

を
し
て
い
る
。

Q
導
入
規
模
は
。

A
小
中
学
校
全
て
の
ク
ラ
ス
教
室
に

導
入
予
定
。

Q
導
入
台
数
と
単
価
は
。

A
小
学
校
２
５
７
台
、
中
学
校
１
１
５

台
、
１
台
あ
た
り
25
万
円
で
あ
る
。

　

運
行
情
報
デ
ー
タ
集
約
シ
ス
テ
ム
等

に
か
か
る
経
費
。

Q
バ
ス
停
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

を
導
入
と
の
こ
と
。
詳
細
は
。

A
西
友
前
、
市
役
所
前
、
甲
賀
病
院
、

近
江
土
山
駅
の
４
ヵ
所
導
入
に
約

１
７
０
０
万
円
、
小
型
バ
ス
４
台
分

の
乗
降
セ
ン
サ
ー
に
約
２
０
０
万

円
等
。

Q
公
共
交
通
の
見
え
る
化
に
つ
い
て
、

多
言
語
化
は
考
え
て
い
る
か
。

A
外
国
人
の
方
等
が
乗
車
し
や
す
い

よ
う
段
階
的
に
改
良
し
て
い
き
た

い
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
や
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
０
歳

か
ら
18
歳
ま
で
の
児
童
に
ひ
と
り
あ
た

り
１
万
円
の
給
付
金
を
支
給
。

Q
中
に
は
所
得
の
上
が
っ
た
世
帯
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
影
響
を
受
け

て
い
る
、
受
け
て
い
な
い
に
関
わ
ら

ず
一
律
に
支
給
と
す
る
の
か
。

A
暮
ら
し
の
中
で
、
全
て
の
人
が
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
し

て
、
所
得
制
限
な
し
で
一
律
に
支
給

と
す
る
。

　

ス
マ
ー
ト
バ
ス
停
の
設
置
等
に
か
か

る
経
費
。

Q
バ
ス
停
の
設
置
等
と
の
こ
と
だ
が

経
費
の
詳
細
は
。

A
西
友
前
バ
ス
停
の
上
屋
の
新
設
、
情

報
通
信
工
事
費
用
等
を
見
積
も
っ

た
。

　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
等
の
立
地
及
び
事

業
実
施
の
可
能
性
に
関
す
る
調
査
。

Q
立
地
条
件
と
し
て
、
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
の
は
ど
う
い
っ
た
点
か
。

A
大
阪
か
ら
50‌

㎞
が
最
適
と
さ
れ
て

い
る
。
本
市
は
70‌

㎞
だ
が
、
イ
ン

タ
ー
周
辺
と
い
う
点
で
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
。

　

保
育
所
Ａ
Ｉ
入
所
選
考
シ
ス
テ
ム
導

入
に
か
か
る
経
費
。

Q
シ
ス
テ
ム
導
入
の
目
的
、
留
意
点
は

ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

A
保
護
者
の
申
請
に
お
け
る
利
便
性

向
上
と
業
務
効
率
化
を
目
的
に
導

入
。
留
意
点
と
し
て
は
、
保
護
者
の

利
便
性
向
上
の
た
め
に
す
る
べ
き

こ
と
、
ま
た
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
選
考
と

い
う
こ
と
か
ら
本
市
に
応
じ
た
も

の
を
検
証
し
な
が
ら
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

Q
有
効
な
施
策
だ
と
考
え
る
が
、
当
初

予
算
に
計
上
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

A
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
の
編
成
で

６月定例会議案審議

子
育
て
世
帯
臨
時

　

特
別
給
付
金
支
給
事
業

１
億
６
４
９
８
万
円

市
立
保
育
園
管
理
事
務
費

７
４
８
万
円

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
事
業

  

小
学
校 

６
４
４
０
万
円

  

中
学
校 

２
８
９
９
万
２
千
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　
　
　

施
設
整
備
事
業

２
１
１
０
万
円

甲
賀
土
山
Ｉ
Ｃ
周
辺

　
　

工
業
団
地
整
備
事
業

２
千
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

２
２
０
０
万
円

電子黒板を活用しての授業

貴生川駅のデジタルサイネージ
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5月臨時会・6月定例会議案審議・意見書

賛否の分かれた議案・意見書　議決結果

議案等の名称 提案者

討論 凛風会 誠翔会 公明党
日本共産党

甲賀市議員団
北
田　

麗
子

福
井　
　

進

糸
目　

仁
樹

結　

果反
対

賛
成

西
田　
　

忠

瀬
古　

幾
司

西
村　
　

慧

林
田　

久
充

橋
本　

恒
典

谷
永　

兼
二

田
中　

新
人

橋
本　

律
子

中
島　

裕
介

奥
村　

則
夫

小
倉　
　

剛

戎
脇　
　

浩

小
河　

文
人

木
村　

眞
雄

堀　
　

郁
子

田
中　

將
之

西
山　
　

実

岡
田　

重
美

山
岡　

光
広

女性差別撤廃条約選択議定書の

批准を速やかに求める意見書の

提出について

岡
　
田

小
　
倉

西
　
山

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● 否

消費税率５％への引下げを求め

る意見書の提出について

西
　
山

西
　
田

岡
　
田

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● 否

「健康保険証の原則廃止」の見

直しを求める意見書の提出につ

いて

山
　
岡

堀
西
　
山

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● 否

地方公共団体情報システムの標

準化に向けての意見書の提出に

ついて

堀
岡
　
田

木
　
村

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 可

○：賛成　●：反対

※田中喜克議員は議長のため採決に加わらない

5 月臨時会議案の審議結果 6 月定例会議案の審議結果

全員賛成で同意・承認した議案

人　事
甲賀市固定資産評価員の選任につき同意を求

めることについて

専決処分の
承認

甲賀市税条例等の一部を改正する条例 

甲賀市国民健康保険税条例の一部を改正する

条例

甲賀市病院事業設置等に関する条例の一部を

改正する条例

全員賛成で可決した議案

令和4年度
補正予算

一般会計補正予算（第１号）

一般会計補正予算（第２号）

一般会計補正予算（第３号）

条例の
一部改正

甲賀市税条例等の一部を改正する条例

その他 財産の取得につき議決を求めることについて

提案者 全員賛成で可決した議案

意見書 木村
環境教育の推進及びカーボンニュートラル達
成に向けた学校施設のZEB化のさらなる推進
を求める意見書の提出について

議
員
の
不
祥
事
の

　
　
　
　
反
省
に
立
っ
て

議
　
長
　

田
中
　
喜
克

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
て
は
、
厳
し
い
社
会
状
況
下

で
お
仕
事
、
生
活
を
懸
命
に
努
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
最
中
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
負

託
を
受
け
て
皆
さ
ま
の
豊
か
な
生
活
、
福

祉
充
実
、
安
全
安
心
の
た
め
、
懸
命
に
活

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
達
議
員
で
、

要
職
に
あ
る
者
が
「
誇
れ
る
甲
賀
市
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

皆
さ
ま
の
ご
努
力
に
水
を
差
し
、
信
頼
を

大
き
く
損
ね
る
不
祥
事
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　
心
よ
り
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
か
か
る
件
は
公
務
外
、
私
事
時
に
起
こ
っ

た
交
通
事
故
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
負
傷

さ
れ
た
被
害
者
が
お
ら
れ
、
決
し
て
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
事
象
で
あ
り
ま
す
。

　
負
傷
さ
れ
た
被
害
者
の
方
の
一
日
も
早

い
ご
回
復
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
後
は
、
議
員
一
同
心
新
た
に
市
民

の
皆
さ
ま
の
信
頼
回
復
に
懸
命
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ZEB：ゼロ・エネルギー・ビル



委員長　小河文人　副委員長　岡田重美　　福井進・奥村則夫・瀨古幾司・西村慧・堀郁子・谷永兼二

■４月15日

30歳のつどい開催支援補助金、移住定住モデル地

域支援制度、「地域別グランドデザインづくり」と「地

域コミュニティの現状と目指す姿」、甲賀市協働の

まちづくり指針（案）

■５月17日

あいコムこうか経営健全化取組、自治振興会、区・

自治会の整理再検討、防災気象情報の改善、分野別

計画の策定・条例の制定等

■６月22日

甲賀市税条例等の一部を改正する条例の制定、公共

施設使用料の見直しの進捗状況、ＤＸ推進に向けた

取り組み、（仮称）県立高等専門学校の設置場所の提

案、令和５年度国・県の施策に対する要望（素案）等

総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。

日誌総務常任委員会
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「
あ
い
コ
ム
こ
う
か
」
の
経
営
健
全

化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

　

昨
年
度
10
周
年
を
迎
え
、
契
約
獲
得

件
数
で
は
年
間
目
標
を
越
え
、
ま
た
債

務
超
過
も
解
消
さ
れ
た
。
持
続
可
能
な

経
営
の
安
定
に
向
け
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
推
進
、
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
Ⅱ
を
確

実
に
実
行
さ
れ
る
よ
う
、
あ
い
コ
ム
こ

う
か
と
の
毎
月
の
定
例
協
議
を
通
じ
、

情
報
や
課
題
を
共
有
し
、
市
と
し
て
の

指
導
等
を
行
な
っ
て
い
く
。

 
主
な
質
疑

Q
情
報
と
課
題
の
共
有
化
の
成
果
は
。

A
共
に
協
議
・
議
論
す
る
場
が
な
か
っ

た
が
、
情
報
共
有
の
場
が
毎
月
出
来
た

こ
と
は
特
に
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

Q
債
務
超
過
が
解
消
さ
れ
た
が
、
今
後

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

A
営
業
成
績
、
営
業
目
標
、
工
事
目
標
等

が
達
成
で
き
れ
ば
、
安
定
し
た
経
営
基

盤
が
出
来
る
と
予
想
し
て
い
る
。

Q
市
と
の
関
係
の
今
後
の
方
向
性
は
。

A
第
３
セ
ク
タ
ー
が
い
い
の
か
、
完
全

民
営
化
が
い
い
の
か
、
そ
の
他
の
パ

タ
ー
ン
も
含
め
、
在
り
方
審
議
会
の
議

論
も
踏
ま
え
総
合
的
に
考
え
た
い
。

　

自
治
振
興
会
、
区
・
自
治
会
の
整
理

に
係
る
再
検
討
に
つ
い
て

　

総
務
常
任
委
員
会
、
区
・
自
治
会
、

自
治
振
興
会
の
代
表
者
会
議
な
ど
で
の

意
見
も
踏
ま
え
、
予
定
し
て
い
た
令
和

５
年
４
月
実
施
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
治

振
興
会
の
仕
組
み
を
再
構
築
し
、
地
域

事
情
に
合
わ
せ
て
、
さ
ら
に
深
掘
り
し

た
検
討
を
重
ね
た
い
。

 

主
な
質
疑

Q
時
期
を
ず
ら
す
こ
と
だ
け
で
地
域
の

納
得
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

A
市
民
参
画
・
協
働
推
進
検
討
委
員
会

か
ら
の
７
つ
の
提
言
の
中
身
を
深
掘
り

し
た
再
検
討
を
行
な
い
、
自
治
振
興
会

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
基
本
の

所
管
事
務
調
査

ベ
ー
ス
を
持
ち
な
が
ら
、
ど
う
い
う
形

が
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
い
た
だ
け

る
の
か
を
さ
ら
に
考
え
て
い
く
。

Q
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
自
治
振
興
会

の
在
り
方
と
は
別
と
捉
え
て
い
る
の

か
。

A
別
と
は
考
え
て
い
な
い
。
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
話
し
合
う
中
で
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
も
議
論
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
作
成
も
２
年
間
に

は
こ
だ
わ
ら
ず
、
ま
た
市
職
員
も
参
画

し
て
進
め
た
い
。

　

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
制
定

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
公
布
に
伴
う
改
正
。

 

主
な
質
疑

Q
税
収
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

A
特
定
の
対
象
者
で
は
あ
る
が
、
市
県

民
税
で
約
40
万
円
の
減
収
、
国
保
税
で

最
大
約
１
８
６
万
円
増
収
の
可
能
性
が

あ
る
。
な
お
、
住
宅
借
入
等
特
別
税
額
控

除
の
期
限
延
長
に
伴
っ
て
の
市
税
の
減

収
が
、
約
９
５
０
０
万
円
の
見
込
み
で

あ
る
が
、
全
額
国
費
で
補
填
さ
れ
る
。

‌

採
決　

全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定

付
託
議
案
審
査

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ああいいここううかか自自治治振振興興会会 

区・自治会 

老人クラブ 

女性団体 

PTA 

子ども会 

各活動の連絡調整 事務局活動 

地域づくり計画作成 広報活動 

NPO 

ボランティア 

各種団体 

青少年団体 

事業所など 

環境美化 
お年寄りの 
見守り、支援 

交通安全 

防犯・防災 

文化・芸術 子育て支援 健康スポーツ 

人権、ふれあいなど 

青少年育成 

市民 

市民 市民 



市民の生活と福祉、医療介護、子育て、文化やスポーツ、
教育に関わる委員会です。

委員長　橋本律子　副委員長　戎脇浩　　北田麗子・木村眞雄・中島裕介・山岡光広・田中新人
田中新人前委員長の副議長就任に伴い、橋本律子委員が委員長に互選されました。

日誌厚生文教常任委員会 ■４月18日

重層的支援体制整備事業実施、地域防犯カメラ等設

置事業補助金、つどいの広場実施場所移転、児童ク

ラブにおける家庭学習支援等

■５月16日

ここのっす園現地視察、ごみ排出困難者支援事業、

小中学校あり方審議会での審議、甲南認定こども園

整備事業に係る設置・運営事業者募集、フリースクー

ル利用支援事業、子ども読書活動推進計画等

■６月23日

財産の取得、青少年安全誓いの日条例に伴う事業実

施計画、市設置多機能端末の撤去、甲賀市地域医療

審議会の答申等

市議会だより　vol.717

　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い

て

 

主
な
質
疑

Q
新
た
に
地
域
共
生
社
会
推
進
課
が
設

け
ら
れ
た
が
相
談
窓
口
は
こ
ち
ら
か
。

A
基
本
的
に
は
分
散
型
窓
口
と
し
、
職

員
の
聴
く
力
・
受
け
止
め
る
力
を
強
化

し
て
い
き
た
い
。
支
援
体
制
は
多
機
関

協
働
も
含
め
、
全
庁
的
に
取
り
組
む
姿

勢
で
あ
る
。

　

こ
こ
の
っ
す
園
の
運
営
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
４
月
に
公
私
連
携
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開
園
し
ま

し
た
。

 

主
な
質
疑

Q
意
見
箱
が
設
置
し
て
あ
る
が
、
そ
の

理
由
と
今
後
の
対
応
は
。

A
保
護
者
か
ら
の
要
望
で
設
置
。
寄
せ

ら
れ
た
内
容
は
市
で
取
り
ま
と
め
、
回

答
は
園
か
ら
保
護
者
に
行
っ
て
い
る
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会

　

住
み
よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
支
援
が
必
要
な
方
々
と
の

関
わ
り
方
や
避
難

行
動
に
つ
い
て
情

報
交
換
、
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

市
内
小
中
学
校
で
使
用
す
る
指
導
者

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
２
０
７
台
を
購
入
す

る
。

 

主
な
質
疑

Q
新
し
い
機
器
の
性
能
・
デ
ー
タ
移
行
・

導
入
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

A
前
回
機
器
と
同
等
な
い
し
性
能
が
高

い
も
の
を
導
入
。
デ
ー
タ
移
行
は
ク
ラ

ウ
ド
を
介
す
。
ソ
フ
ト
は
令
和
３
年
度

か
ら
導
入
さ
れ
た
授
業
を
共
同
で
実
施

で
き
る
事
業
支
援
ソ
フ
ト
を
引
き
続

き
使
用
す
る
。
学
校
外
で
も
使
う
こ
と

が
で
き
、
遠
隔
地
と
も
交
流
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

Q
今
回
、
リ
ー
ス
で
は
な
く
物
品
購
入

と
な
っ
た
経
緯
は
。

A
購
入
に
比
べ
リ
ー
ス
料
率
が
５
年
間

で
高
額
で
あ
っ
た
こ
と
、
今
回
は
国
の

補
正
予
算
で
有
利
な
特
定
財
源
が
見
い

だ
せ
た
こ
と
が
理
由
に
あ
げ
ら
れ
る
。

‌

採
決　

全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定

所
管
事
務
調
査

付
託
議
案
審
査

現
地
視
察
及
び
所
管
事
務
調
査

懇
談
会

誰一人とり残さない支援体制づくり（厚生労働省 HP より）

ここのっす園玄関に設置
滋賀県民生委員・児童委員キャラクター

「びわっ湖　ミンジー」



委員長　橋本恒典・副委員長　西田忠　　西山実・糸目仁樹・小倉剛・林田久充・田中將之

産業、建設、観光振興、上下水道、生活環境に関わる委員会です。

■4月13日

道の駅あいの土山の活性化に向けた基本方針及び計

画・現地視察、第72回全国植樹祭、みなくち総合

公園再整備基本計画の策定、貴生川駅周辺整備、空

き家対策にかかる今年度の補助金事業等

■5月18日

第72回全国植樹祭の概要・現地視察、近江鉄道沿

線地域公共交通再生協議会の進捗、デジタル田園都

市国家構想推進交付金の採択、地域公共交通計画の

策定、ごみ排出困難者支援事業等

■6月24日（協議会）

「信楽高原鐵道列車事故の総括」に関する冊子等

日誌産業建設常任委員会
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現
地
視
察

　

道
の
駅
あ
い
の
土
山
の
活
性
化
に
向

け
た
基
本
方
針
及
び
計
画
に
つ
い
て

　

道
の
駅
あ
い
の
土
山
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
再
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
月
18
日
の
委
員
会
で
も
基
本
方

針
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま

し
た
が
、
３
月
に
は
委
員
会
で
「
道
の

駅　

お
茶
の
京
都
み
な
み
や
ま
し
ろ

村
」
で
視
察
研
修
を
行
い
、
今
回
は
再

度
、
基
本
方
針
と
基
本
計
画
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑

Q
道
の
駅
甲
賀
で
は
な
く
、
土
山
に
す

る
意
味
を
し
っ
か
り
持
た
な
く
て
は
い

け
な
い
。
お
茶
を
も
っ
と
前
面
に
。

A
土
山
の
活
性
化
・
賑
わ
い
を
基
本
に
、

市
内
に
広
げ
た
い
。
土
山
の
お
茶
を
メ

イ
ン
に
し
た
う
え
で
、
市
内
の
特
産
品

へ
と
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
た
い
。

Q
基
本
計
画
の
中
で
、
コ
ン
セ
プ
ト
を

も
っ
と
明
確
に
。
防
災
機
能
は
、
必
要
性

等
十
分
理
解
で
き
る
。

A
防
災
機
能
は
、
大
規
模
災
害
等
に
よ

り
、
道
路
利
用
者
が
一
時
的
に
避
難
し

た
際
の
非
常
電
源
の
確
保
や
飲
料
水
の

備
蓄
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
等
。

広
域
的
な
災
害
に
備
え
て
、
防
災
道
の

駅
の
指
定
を
目
指
す
。

　

道
の
駅
あ
い
の
土
山
に
つ
い
て

　

４
月
13
日
に
道
の
駅
あ
い
の
土
山
の

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
現
地
調
査

で
は
、
社
長
、
駅
長
か
ら
、
運
営
面
、

施
設
面
の
現
状
と
課
題
を
確
認
し
ま
し

た
。
品
ぞ
ろ
え
の
改
善
、
コ
ン
セ
プ
ト

の
明
確
化
な
ど
、
再
整
備
計
画
の
所
管

事
務
調
査
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

第
72
回
全
国
植
樹
祭
に
つ
い
て

　

６
月
５
日
開
催
の
第
72
回
全
国
植
樹

祭
を
前
に
、
５
月
18
日
に
主
会
場
の
鹿

深
夢
の
森
に
て
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
式
典
会
場
の
整
備
工
事
が

進
ん
で
お
り
、
会
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や

当
日
の
進
行
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
し

た
。

所
管
事
務
調
査

道の駅あいの土山の売り場を視察

式典会場の整備状況を視察



凛風会
820,000

誠翔会 
600,000

公明党 
300,000

日本共産党 甲賀市議員団 
300,000

田中喜克
80,000

糸目仁樹 
100,000

福井進 
100,000

北田麗子 
100,000

合 計
2,400,000

凛風会
1,400,000

志誠会
700,000

日本共産党 甲賀市議員団 
420,000

公明党 甲賀市議団 
420,000

鵜飼勲 
140,000

竹若茂國 
140,000

糸目仁樹 
140,000

合 計 
3,360,000

令
和
３
年
４
月
〜
10
月
分

（
令
和
３
年
10
月
31
日
任
期
満
了
）
収
支
状
況

令
和
３
年
11
月
〜
令
和
４
年
３
月

（
令
和
３
年
11
月
１
日
第
６
期
任
期
開
始
）
収
支
状
況

交付額　（円） （利息含む）

（利息含む）

※12月より人数減

※12月～

77,137 5.5%

59,168 7.2%

584,364　41.7% 738,500　52.8%

258,720　31.6% 502,116　61.2%

59,391 9.9%

347,201　57.9% 193,409　32.2%

552,700　79.0%

28,175 4.0% 12,367 1.8% 13,750 2.0%

219,615　73.2% 71,953　24.0%

182 0.1% 8,250 2.8%

50,935 1.5% 28,175 0.9% 127,871 3.8% 67,540

50,340 16.8%

4,040 4.0%

2,322 0.8% 2,700 19,781 6.6%

17,130 17.1%

7,380 7.4%

0.9%

2.0% 3,800 0.1%

55,264 2.3% 317,125 13.2% 8,250 0.3% 3,780 0.2% 50,000 2.1%

3,092 2.2% 13,200 9.4%

93,009 13.3%

416,200　99.1%

3,800 0.9%

420,000　100.0%

50,935　36.4% 35,275　25.2% 53,790　38.4%

123,708　88.4%

140,000　100.0%

1,986,464　59.1% 1,095,217　32.6%

224,857　75.0%

884 0.9% 1,080 1.1%

74,604　74.6% 23,433　23.4%

82,878　82.9%

80,000　100.0%

38,580　38.6% 50,000　50.0%

1,130,393　47.1% 835,202　34.8%

各会派別政務活動費報告

令和３年度 令和３年４月１日～令和４年３月 31日 研究研修費 調査旅費 資料作成費

要請陳情活動費 その他の経費 残額(市へ返還)

資料購入費 広報費 広聴費

0％ 100％20％ 40％ 60％ 80％

0％ 100％20％ 40％ 60％ 80％

　議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として政務活動費が議員1人1カ月

２万円で、所属会派（無所属議員にあっては個人）に交付されています。年度末にその使途を明確にし

て精算し、残金は返還しています。

　収支報告書、領収書等は市議会ホームページで公開しています。

市議会だより　vol.719



2022.8 10 QRコード で質問の
録画が見られます。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。市市のの考考えをえを問問うう19人の19人の

議員が議員が市市のの考考えをえを問問うう
目次19人の19人の

議員が議員が
令和４年

6月16日・17日・20日・21日

令和４年　第 3 回甲賀市議会定例会一般質問（通告順）

順番 氏　　名 質問事項

11 西
にし

村
むら

　慧
けい

１ みなくち総合公園（水口スポーツの森周
辺）における「遊戯施設」の再整備につい
て

２ JR寺庄駅（南口）における通勤・通学の安
全について

３ 市内における避難場所の耐震条件につい
て

12 西
にし

山
やま

　実
みのる

１ 都市計画道路の見直しについて
２ 大型車両の通行による住宅地の騒音と

振動について
３ 地域別グランドデザインの推進方針に

ついて

13 岡
おか

田
だ

　重
しげ

美
み

１ 公立保育園の使用済み紙おむつ持ち帰り
廃止について

２ 不慮の災害による税、保険料の減免につ
いて

３ コロナ感染対策　自宅療養者・濃厚接触
者への対応について

４ 投票所等の見直しについて

14 西
にし

田
だ

　忠
まこと １ 旧東海道の街並み保存について

２ 自動運転技術を見据えたまちづくりにつ
いて

15 田
た

中
なか

　將
まさ

之
ゆき

１ 信楽まちなか芸術祭を終えて
　　～文化芸術をまちづくりの柱に～
２ ゴミシリーズ
　　～自販機リサイクルボックスの異物混

入をどうするか～

16 橋
はし

本
もと

　律
りつ

子
こ １ 忍者観光拠点整備事業の現状と今後

２ 共生社会に向けた事業推進を農福連携
で！

17 瀨
せ

古
こ

　幾
いく

司
じ １ 空き地・空き家の環境美化…条例の実効

性を問う
２ 部活動の地域移行について

18 橋
はし

本
もと

　恒
ひさ

典
のり １ 社会的養護の推進と市内の児童養護施設

について

19 小
お

河
がわ

　文
ふみ

人
と

１ 本市へのデータセンター誘致に向けた取
り組みについて問う。

２ 本市と業者との契約のあり方に対して問
う

順番 氏　　名 質問事項

１ 戎
えびすわき

脇　　浩
ひろし

１ 市民に支持される保育行政であるために

2 糸
いと

目
め

　仁
まさ

樹
き

１ ワクチン被害の相談窓口設置を
２ 小中学校児童のマスクについて
３ 大阪関西万博に向ける甲賀市の方向性
４ 農作物の他自治体への直売について

３ 田
た

中
なか

　新
あら

人
と １ 甲賀市ゼロカーボンシティ宣言について

２ 消防車を運転できない団員について
３ 農作業事故と対策について

４ 木
き

村
むら

　眞
まさ

雄
お

１ ヤングケアラーの支援策について今後の
方向性や取り組みの計画を問う。

２ 通学路における危険箇所への安全対策に
ついて。

３ 教員の働き方改革について現状の認識と
対策について問う。

５ 福
ふく

井
い

　進
すすむ

１ 未来につながる環境保全に関して
　 太陽光発電による乱開発
２ 未来につながる教育予算に関して
　 教育予算の増額
３ 未来につながる幼児保育・教育に関して
　 認定こども園の統合・民営化

６ 堀
ほり

　　郁
いく

子
こ

１ 防災について
２ 男女共同参画
３ ネット中傷やネット詐欺の被害者支援
４ 太陽光発電パネルの大量廃棄に向けて
５ 健康づくりについて

７ 奥
おく

村
むら

　則
のり

夫
お １ お茶のブランド化について

２ 第79回国民スポーツ大会・
　 第24回全国障害者スポーツ大会について

８ 小
お

倉
ぐら

　剛
つよし

１ 市内の河川利用について
２ 不在地主問題について
３ 犬や猫へのマイクロチップ装着の義務化

について

9 山
やま

岡
おか

　光
みつ

広
ひろ

１ 自治振興会と区及び自治会　今後のあり
方について　第２弾

２ 生活保護申請における「扶養照会」につい
て

３ 原発避難マッチングについて
４ 甲南インター周辺工業団地造成計画につ

いて

10 中
なか

島
じま

　裕
ゆう

介
すけ １ 『甲賀のくすり』を生かそう。

２ 市の魅力発信について

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。公職選挙法メモ

総合政策部理事 総政理事 こども政策部長 こ政部長 産業経済部長 産経部長

健康福祉部長 健福部長 総合政策部長 総政部長 産業経済部理事 産経理事

危機・安全管理統括監 危機統括監 市民環境部長 市環部長 選挙管理委員会事務局長 選管局長

■答弁者の凡例



市議会だより　vol.7111  QRコード で質問の
録画が見られます。

一般質問

市
職
員
が
園
に
直
接
入
っ
て
指
導
す
る

こ
ど
も
園
に
市
の
応
援
体
制
が
必
要

Q
４
月
に
市
内
で
初
の
公
私
連
携
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
「
こ
こ
の
っ
す
園
」
が
開
園
し
た
が
、
安
全
対

策
、
保
護
者
対
応
の
不
備
な
ど
課
題
が
噴
出
し
て
い
る
。

私
立
と
し
て
の
園
の
責
任
が
第
一
義
で
あ
る
が
、
市
の

指
導
責
任
も
否
め
な
い
。
そ
の
上
で
責
任
追
及
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
園
生
活
、
保
護
者
の
安
心

の
た
め
、
園
・
市
当
局
が
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
安
全
面
の
不
備
に
対
し
、
開
園
前
の
指
導
は
。

‌

こ
政
部
長　

設
計
段
階
で
改
善
の
指
示
を
行
っ
た
が

解
消
に
は
至
ら
ず
、
市
の
確
認
不
足
も
あ
っ
た
。

Q
当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
で
き
て
い

て
当
然
と
の
思
い
込
み
か
ら
の
指
導
不
足
で
は
。

‌

こ
政
部
長　

協
議
は
行
っ
て
き
た
が
、
よ
り
踏
み
込

ん
だ
協
議
、
調
整
が
必
要
で
あ
っ
た
と
痛
感
し
て
い
る
。

Q
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
満
足
の
た
め
に
は
、
市

と
し
て
の
適
切
な
指
導
、
十
分

な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

‌

市
長　

園
が
鋭
意
取
り
組
ん
で

は
い
る
が
、
市
と
し
て
も
、
お

子
さ
ま
や
保
護
者
の
皆
様
に
安

心
は
も
と
よ
り
、
ご
満
足
い
た

だ
け
る
園
運
営
が
な
さ
れ
る
よ

う
、
市
職
員
が
直
接
園
に
入
っ

て
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

A Q

相
談
セ
ン
タ
ー
の
体
制
充
実
に
努
め
る

ワ
ク
チ
ン
被
害
の
相
談
所
創
設
を

Q
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
の
昨
年
度
は
、
死
亡
者
数
が

有
意
差
で
増
加
し
、
接
種
回
数
に
比
例
。
被
害
者
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
を
創
設
出
来
な
い
か
。 

 

市
長　

相
談
セ
ン
タ
ー
で
医
療
機
関
の
受
診
調
整
、

健
康
被
害
救
済
制
度
の
手
続
き
支
援
な
ど
も
行
い
、
相

談
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
進
め
る
。

Q
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
弱
毒
性
で
、
滋
賀
県
の
コ
ロ
ナ

重
症
者
用
病
床
占
有
率
は
０
と
、
リ
ス
ク
は
十
分
低

い
。
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
熱
中
症
リ
ス
ク
増
大
、
低
酸

素
状
態
に
よ
る
健
康
上
の
弊
害
を
避
け
る
た
め
に
、
小

中
学
校
児
童
生
徒
に
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
指
導
す
べ
き

で
は
。
政
府
も
着
用
緩
和
の
方
針
を
出
し
て
い
る
。

 
教
育
長　

厚
労
省
通

達
を
受
け
、
学
校
運

営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
定
を
行
っ
た
が
、

マ
ス
ク
の
着
用
が
基

本
的
な
感
染
防
止
対

策
で
あ
る
と
の
認
識

は
変
わ
ら
ず
、
感
染

状
況
が
予
断
を
許
さ

な
い
こ
と
も
あ
り
、

感
染
防
止
を
第
一
に

考
え
る
。

A Q

早
期
宣
言
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る

甲
賀
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
は

Q
脱
炭
素
社
会
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
受
け
止
め
は
。

 

市
長　

脱
炭
素
社
会
は
、

化
石
燃
料
へ
の
依
存
か
ら

脱
却
し
、
持
続
可
能
な
経

済
活
動
が
実
現
さ
れ
た
社

会
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
は
、
二
酸
化
炭
素
を

は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
か
ら
、
植

林
や
森
林
管
理
な
ど
に
よ

る
吸
収
量
を
差
し
引
い

て
、
合
計
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
も
の
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
達
成
さ
れ
、
保

た
れ
て
い
る
社
会
。

Q
消
防
車
を
運
転
で
き
な
い
団
員
の
対
策
方
向
性
は
。

 

危
機
統
括
監　

準
中
型
免
許
の
取
得
補
助
制
度
を
導

入
す
る
か
、
新
制
度
下
の
普
通
免
許
で
も
運
転
可
能
な

軽
量
型
ポ
ン
プ
自
動
車
に
計
画
的
に
切
替
え
る
か
消
防

団
検
討
委
員
会
や
幹
部
会
で
検
討
。

Q
農
作
業
事
故
と
対
策
で
草
刈
り
機
は
。

 

産
経
理
事　

斜
面
・
法
面
の
不
安
定
な
姿
勢
に
よ
る

事
故
が
多
く
ス
パ
イ
ク
靴
の
着
用
な
ど
安
全
性
を
高
め

る
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

A Q

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

甲賀市内死亡者数増加率とワクチン接種率の相関

安全面、改善後の「ここのっす園」

自然資源を生かし脱炭素

誠 翔 会

無 所 属

凛 風 会

戎脇　浩

糸目　仁樹

田中　新人

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。公職選挙法メモ



2022.8 12 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
小
中
学
校
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
は
。

災
害
時
に
ド
ロ
ー
ン
を
支
援
活
動
の
効
用
に
事
業
者
と

提
携
し
て
は
。
傷
病
者
保
護
に
胸
元
を
隠
す
た
め
Ａ
Ｅ

Ｄ
に
三
角
巾
の
配
備
を
。

‌

危
機
統
括
監　

ド
ロ
ー
ン
提
携
。
三
角
巾
の
配
備
検
討
。

Q
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
と
就
職
ま
で
の
一
気

通
貫
支
援
を
。
父
親
の
育
休
取
得
増
加
を
。

‌

産
経
部
長　

女
性
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
習
得
講
座
開
催

や
企
業
に
Ｄ
Ｘ
を
啓
発
し
マ
ッ
チ
ン
グ
を
検
討
。
父
親

の
育
休
取
得
が
１
０
０
％
の
市
内
の
企
業
は
社
内
風
土

が
良
く
、
上
司
が
取
得
を
進
め
る
。
市
も
令
和
８
年
度

に
30
％
目
標
に
進
め
る
。

Q
が
ん
患
者
が
入
浴
施
設
に
入
る
時
の
入
浴
着
へ
補

助
や
周
知
を
。
前
立
腺
が
ん
患
者
の
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
の

始
末
に
男
性
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設

置
を
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
ポ
イ
ン
ト
制
を
導
入
し
、

県
の
デ
ジ
タ
ル
通
貨
と
変
換
し
て
は
。

‌

健
福
部
長　

入
浴
着

を
補
助
対
象
品
目
と

し
て
検
討
。
周
知
す

る
。
男
性
ト
イ
レ
の

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
は
検
討
。
ポ
イ
ン

ト
制
は
必
要
な
視
点
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

早
期
支
援
に
繋
げ
る
体
制
を
構
築
す
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
策
に
つ
い
て

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
か
ら
支
援
対
策
ま

で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

こ
政
部
長　

調
査
は
12
月
末
ま
で
に
集
計
、
分
析
、

課
題
抽
出
等
を
、
今
年
度
中
に
学
校
関
係
者
、
福
祉
関

係
者
等
を
対
象
に
報
告
と
研
修
を
行
う
。
並
行
し
て
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
周
知
及
び
啓
発
を
広
く
行

い
、
早
期
の
支
援
に
繋
げ
て
い
け
る
体
制
を
構
築
す
る
。

Q
市
道
「
ニ
ュ
ー
ポ
リ
ス

稗
谷
線
」
に
つ
い
て
、
安

全
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
そ
の
認
識
は
い
か

が
か
。

 

建
設
部
長　

通
学
路
の

更
な
る
安
全
な
歩
行
空

間
確
保
に
向
け
て
、
議
員

提
案
の
手
法
に
よ
り
特

に
危
険
な
箇
所
か
ら
順

に
対
策
を
検
討
す
る
。

Q
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
現
状
の
認
識
と
対

策
は
。

 

教
育
長　

教
育
委
員
会
が
新
し
い
取
り
組
み
を
始
め

る
際
、「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
の
観
点
で
見
直
す
必
要
が
あ

り
、　

そ
の
こ
と
が
学
校
に
お
け
る
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア

ン
ド
・
ビ
ル
ド
」
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

A Q

自
然
・
教
育
等
の
環
境
整
備
を
進
め
る

未
来
に
つ
な
ぐ
環
境
と
保
育
・
教
育

Q
太
陽
光
発
電
の
乱
開

発
に
対
す
る
市
の
対
応

と
、
な
お
ざ
り
に
し
て

い
る
国
へ
の
働
き
か
け

は
。

 

建
設
部
長　

業
者
に
指

導
を
行
う
と
と
も
に
、

市
民
の
不
安
解
消
に
努

め
る
。

 

市
長　

改
善
命
令
等
の

法
的
措
置
を
働
き
か
け

る
。

Q
教
育
予
算
の
増
額
は
。 

 

教
育
部
長　

削
減
し
た
学
校
用
務
員
の
勤
務
に
関
し

て
は
、
必
要
に
応
じ
て
時
間
外
手
当
の
措
置
、
暖
房
の

エ
ア
コ
ン
へ
の
移
行
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

 

市
長　

ソ
フ
ト
面
の
充
実
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
教

育
予
算
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

Q
こ
ど
も
園
の
統
合
・
民
営
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

へ
の
対
応
は
。

 

こ
政
部
長　

課
題
に
対
し
て
、
公
私
連
携
の
も
と
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

る
。 A Q

三
角
巾
の
配
備
は
前
向
き
に
検
討

傷
病
者
保
護
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
へ
三
角
巾
配
備

A Q

伐採・放置されたままの森林

歩道が極めて狭い通学路

公 明 党

無 所 属

公 明 党

木村　眞雄

福井　進

堀　郁子

滋賀県の入浴着啓発ポスター

議員は選挙区内のお祭への寄付や差し入れが禁止されています。公職選挙法メモ



市議会だより　vol.7113  QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
自
治
振
興
会
と
区
及
び
自
治
会
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
る
。
強
引

に
進
め
る
の
で
は
な
く
、
地
域
づ
く
り
は
、
納
得
と
合

意
を
前
提
に
進
め
る
べ
き
。

 

総
政
部
長　

地
域
で
議
論
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
。
熟
度
に
つ
い
て
も
十
分
で
な
い
地
域
も
あ
る
。

よ
っ
て
地
域
の
現
状
を
詳
細
に
把
握
し
、
区
・
自
治
会

の
一
体
化
し
た
自
治
振
興
会
運
営
等
、
ま
た
会
計
処
理

や
監
査
方
法
を
徹
底
す
る
方
策
に
つ
い
て
も
再
検
討
す

る
。
区
及
び
自
治
会
の
要
望
は
、
切
実
な
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

Q
生
活
保
護
申
請
に
お
け
る
扶
養
照
会
の
取
扱
い
に

つ
い
て
厚
労
省
か
ら
昨
年
の
２
月
・
３
月
と
相
次
い
で

改
善
通
知
が
出
さ
れ
て
い
る
の
に
、
甲
賀
市
の
「
生
活

保
護
の
し
お
り
」
は
、
改
定
さ
れ
て
い
な
い
。
早
期
に

見
直
し
す
べ
き
。

 

健
福
部
長　

議
員

指
摘
の
通
り
更
新
が

で
き
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
改
訂
し
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
寄

り
添
っ
た
支
援
に
努

め
る
。

ト
制
は
必
要
な
視
点
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

オ
ー
ル
甲
賀
で
準
備
を
進
め
て
い
く

次
回
の
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
部
局
連
携
は

Q
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
の

整
備
計
画
は
。

‌

建
設
部
長　

市
民
ス
タ

ジ
ア
ム
・
グ
ラ
ン
ド
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を

含
め
、
大
会
会
場
と
な

る
施
設
に
つ
い
て
着
実

に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

Q
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
。

‌

建
設
部
長　

優
先
的
に

対
応
す
る
べ
き
も
の
で
、
利
用
者
に
ご
不
便
を
か
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
改
修
と
み
な
く
ち
総
合
公
園
再
編
整

備
基
本
計
画
の
中
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
進

め
て
い
く
。

Q
土
山
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
経
緯
に
つ
い
て
。

‌

産
経
理
事　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

ほ
う
じ
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
。

Q
今
後
の
支
援
あ
り
方
は
。

‌

市
長　

７
月
に
ブ
ラ
ン
ド
名
を
公
表
し
、
９
月
か
ら
、

一
般
販
売
を
し
、
茶
の
生
産
活
動
を
活
性
化
し
、
消
費

者
の
認
知
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、
販
売
促
進
に
つ

な
げ
て
い
く
。

A Q

き
め
細
や
か
な
啓
発
に
務
め
る

不
在
地
主
問
題

Q
現
状
と
市
民
周
知
は
ど
う
か
。

 

総
務
部
長　

こ
の
た
び
の
法
改
正
に
よ
る
相
続
登
記

の
義
務
化
は
、
市
民
の
財
産
管
理
に
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
あ
り
、
令
和
６
年
４
月
の
法
施
行
ま
で
に
、
窓
口

で
の
案
内
を
は
じ
め
、
市
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

掲
載
す
る
と
と
も
に
、
法
務
局
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
き
め
細
や
か
な
啓
発
に
務
め
る
。

Q
現
状
把
握
お
よ
び
対
策
は
【
農
地
・
山
林
】
。

 

産
経
理
事　

農
地
に
つ
い
て
は
相
続
登
記
の
必
要
性

に
関
す
る
周
知
・
啓
発
を
行
う
な
ど
、
農
業
委
員
会
や

法
務
局
等
の
関
係
機
関
と
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
農

地
の
維
持
保
全
に
繋
げ

る
。
ま
た
山
林
に
つ
い

て
も
農
地
と
同
様
の
問

題
を
抱
え
て
お
り
適
正

な
森
林
管
理
が
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
む
。

Q
現
状
把
握
お
よ
び

対
策
は
【
空
家
】
。

 

建
設
部
長　

管
理
不

全
の
状
態
と
な
る
空
家

等
の
抑
制
に
つ
な
が

る
施
策
の
構
築
に
努
め

る
。 A Q

議
員
の
指
摘
通
り
更
新
し
て
改
訂
し
た

扶
養
照
会
「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
訂
正
を

A Q

土地の登記義務化は令和6年4月1日施行

改定された生活保護のしおり

大会キャラクターのキャッフィーとチャッフィー

誠 翔 会

誠 翔 会

日本共産党

奥村　則夫

小倉　剛

山岡　光広

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。公職選挙法メモ



2022.8 14 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
さ
ら
な
る
遊
戯
施
設
整
備
の
必
要
性
の
認
識
は
。

 

市
長　

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
に
、
市
内
の
中
心
に
あ
る
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
に
天

候
に
左
右
さ
れ
な
い
遊
戯
施
設
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

Q
自
主
避
難
場
所
に
対
し
て
、
市
の
責
任
の
認
識
は
。

 

危
機
統
括
監　

施
設
管
理
者
だ
け
で
な
く
、
状
況
に
よ

っ
て
は
一
定
の
責
任
が
出
る
可
能
性
も
あ
る
と
認
識
。

Q
す
べ
て
の
自
主
避
難
場
所
が
対
象
と
な
り
う
る
耐

震
診
断
又
は
耐
震
補
強
改
造
整
備
に
対
す
る
補
助
構
築

は
。

 

危
機
統
括
監　

現
時
点
で
は
、
現
行
制
度
で
あ
る
区
・

自
治
会
等
の
建
物
の
耐
震
化
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

Q
Ｊ
Ｒ
寺
庄
駅(

南
口)

に
お
け
る
現
状
の
認
識
は
。

 

建
設
部
長　

駅
前
に
は
歩
道

や
横
断
歩
道
等
な
く
、
駅
前

道
路
を
斜
め
横
断
さ
れ
て
い

る
状
況
を
確
認
。

Q
駅
利
用
者
の
安
全
確
保
の

為
の
対
策
は
。

 

建
設
部
長　

注
意
喚
起
と
し

て
の
路
面
標
示
も
含
め
て
関

係
機
関
と
協
議
調
整
を
図
り
、

効
果
的
な
安
全
対
策
を
検
討
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

強
い
地
場
産
業
と
し
て
官
民
連
携
を

甲
賀
の
く
す
り
の
市
の
認
識
は

Q
『
甲
賀
の
く
す
り
』
に
対
し
て
の
市
の
認
識
は
。

 

市
長　

稼
ぐ
力
の
強
い
地
場
産
業
で
あ
る
が
、
配
置

売
薬
で
は
、
制
度
の
見
直
し
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
等
に
よ
り
事
業
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
今

後
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
や
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に

対
応
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
、

官
民
に
よ
り
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

Q
国
の
有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
の
登
録
を
。

 

産
経
部
長　

甲
賀
の
売
薬
用
具
に
つ
い
て
、
文
化
庁

や
滋
賀
県
と
調
整
し
、
令
和
５
年
３
月
に
日
本
で
初
め

て
と
な
る
『
交
易
』
の
分
野
で
登
録
さ
れ
る
予
定
。

Q
く
す
り
と
健
康
を

観
光
に
繋
げ
る
こ
と

に
対
す
る
市
の
考
え

は
。

 

産
経
部
長　

「
く
す

り
と
健
康
」
を
観
光

資
源
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
で
、
薬
産
業

と
観
光
産
業
そ
れ
ぞ

れ
に
相
乗
効
果
が
生

ま
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
る
。

A Q

Ｒ
７
年
に
室
内
遊
戯
施
設
を
新
設
予
定

水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
の
再
整
備
は

A Q

通
行
規
制
は
難
し
い
が
道
は
補
修
す
る

大
型
車
に
よ
る
騒
音
と
振
動
の
対
策
を

Q
深
夜
・
早
朝
に
住
宅
地
横
の
県
道
・
市
道
を
通
過

す
る
大
型
車
両
の
騒
音
と
振
動
の
対
策
を
。

‌

建
設
部
長　

通
行
規
制
は

難
し
い
が
、
近
隣
の
工
業

団
地
の
企
業
に
対
し
、
住

宅
地
道
路
を
迂
回
す
る
よ

う
要
請
し
て
い
る
、
市
道

の
凹
凸
は
す
ぐ
に
補
修
す

る
、
県
道
に
つ
い
て
も
県

に
補
修
を
要
請
す
る
。

Q
計
画
策
定
以
来
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
都
市
計

画
道
路
の
今
後
の
方
向
性
は
。

‌

建
設
部
長　

４
路
線
に
つ
い
て
整
備
路
線
と
廃
止
路

線
に
整
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
地
域
別
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
必
要
性
と
現
状
は
。

‌

総
政
部
長　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
地
域
ご
と
の

「
将
来
の
姿
」
と
「
そ
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
」
を

ま
と
め
る
も
の
。
行
政
の
役
割
も
含
め
た
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
あ
る
。
現
在
23
地
域
の
中
で
検
討
委
員
会
の

設
置
は
７
地
域
、
多
様
な
参
加
を
求
め
て
い
る
が
、
若

者
の
参
加
が
難
し
い
。
地
域
ご
と
に
、
自
治
の
あ
り
方

や
課
題
も
異
な
る
中
、
市
内
一
律
、
同
じ
ペ
ー
ス
で
進

め
る
こ
と
は
難
し
い
。

A Q

甲賀の製薬・売薬用具

県道山名坂線を通過する大型車両

誠 翔 会

凛 風 会

日本共産党

中島　裕介

西村　慧

西山　実

通勤・通学時間帯のJR寺庄駅南口の様子

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。公職選挙法メモ
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ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
柱
に
な
る

文
化
芸
術
を
ま
ち
づ
く
り
の
柱
に

Q
２
０
１
０
年
に
第
１
回
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
を

開
催
し
、
３
年
に
一
度
開
催
し
て
き
た
。
昨
年
コ
ロ
ナ

禍
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
第
４
回
目
の
芸
術
祭
が
開
催

さ
れ
た
。
４
回
目
を
終
え
て
、
そ
の
成
果
や
課
題
を
総

括
し
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
今
年
度
、
甲
賀
市
文
化
芸
術
振
興
条
例
の
制

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
含
め
、
ア
ー
ト
、

芸
術
を
甲
賀
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
柱
の
一
つ
と
し
て
は

ど
う
か
。

‌

産
経
部
長　

次
回
の
芸
術
祭
の
開
催
は
未
定
で
あ
る

が
、
地
域
で
組
織
さ
れ
た
団
体
等
に
よ
る
主
体
的
な
取

り
組
み
に
対
し
て
は
、
必
要
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

‌

市
長　

文
化
芸
術
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
向
け
、

文
化
芸
術
を
単
体
で

は
な
く
、
観
光
、
福

祉
、
産
業
、
国
際
交

流
な
ど
の
分
野
と
連

携
し
推
進
す
る
こ
と

で
、
一
層
、
心
豊
か

な
生
活
と
活
力
の
あ

る
社
会
の
実
現
が
図

れ
、
ま
ち
づ
く
り
の

大
き
な
柱
に
な
る
。

A Q
公 明 党

田中　將之

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

園
の
処
分
に
切
り
替
え
る
方
向
で
調
整

保
育
園
の
紙
お
む
つ
持
ち
帰
り
廃
止
を

Q
公
立
保
育
園
で
使
用
済
み
紙
お
む
つ
が
持
ち
帰
り

と
な
っ
て
い
る
が
、
衛
生
面
や
保
護
者
の
負
担
軽
減
か

ら
も
、
園
で
処
分
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

‌

こ
政
部
長　

衛
生
面
や
感
染
対
策
の
観
点
か
ら
も
、

持
ち
帰
り
か
ら
保
育
園
で
の
処
分
に
切
り
替
え
る
方
向

で
調
整
を
行
う
。

Q
不
慮
の
災
害
時
の
税
・
保
険
料
の
減
免
期
間
に
つ

い
て
、
１
月
以
降
の
災
害
は
、
翌
年
も
対
象
と
す
る
な

ど
柔
軟
な
対
応
を
求
め
る
。

‌

市
長　

減
免
は
当
該
年
度
に
限
る
。
次
年
度
も
納
付

が
困
難
な
場
合
は
改
め
て
申
請
い
た
だ
い
た
う
え
で
判

断
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

Q
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
、

97
投
票
所
を
37
に
減
ら
す

案
が
示
さ
れ
た
が
、
市
民

の
投
票
権
を
奪
う
も
の
で

あ
り
削
減
は
止
め
る
べ
き
。

‌

選
管
局
長　

た
た
き
台
と

し
て
示
し
た
も
の
。
選
挙

事
務
の
効
率
化
と
合
理
化

及
び
投
票
環
境
の
向
上
を

図
る
よ
う
、
投
票
区
域
編

成
審
議
会
に
お
い
て
検
討

を
進
め
る
。

A Q

地
域
や
関
係
団
体
と
連
携
し
進
め
る

旧
東
海
道
の
街
並
み
保
存
に
つ
い
て

Q
観
光
資
源
と
し
て
の
東

海
道
の
宿
場
町
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

 

産
経
部
長　

「
忍
者
」
、「
信

楽
焼
」
と
並
ぶ
３
大
資
源
と

し
て
位
置
付
け
て
お
り
、

相
互
連
携
を
図
り
な
が
ら

周
遊
型
観
光
へ
つ
な
げ
て

い
く
。

Q
既
存
施
設
の
拡
充
・
見

直
し
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。
観
光
地
に
綺
麗
な
ト

イ
レ
は
必
須
で
は
な
い
か
。

 

教
育
部
長　

地
域
と
連
携
し
て
協
議
を
進
め
て
お
り
、

歴
史
あ
る
街
並
み
を
地
域
の
宝
と
し
て
保
存
活
用
し
、

後
世
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
努
め
る
。
な
お
、
旧
東

海
道
沿
い
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
整
備
な
ど

に
あ
わ
せ
て
改
修
も
検
討
す
る
。

Q
街
道
の
風
情
を
高
め
る
と
い
う
視
点
で
電
柱
や
電

線
を
隠
す
配
線
方
法
の
検
討
を
。

 

建
設
部
長　

街
道
に
面
し
た
建
物
の
裏
側
へ
の
配
線

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
経
済
性
や
効
果
な
ど
を
踏
ま

え
、
多
面
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

A Q

投票所数の見直し案

電線や電柱を取り除いた土山宿のイメージ

産地のアーカイブ展

日本共産党

凛 風 会

岡田　重美

西田　忠

地域
現在の

投票所数
見直し後の
投票所数

水　口 30 14

土　山 9 4

甲　賀 16 4

甲　南 18 8

信　楽 22 7

計 95 37

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。公職選挙法メモ
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Q
空
き
家
で
環
境
改
善
が
必
要
な
件
数
と
改
善
内
容

は
。

 

建
設
部
長　

55
件
指
導（
文
書
や
面
談
）
し
、
17
件
が

改
善
。
特
定
空
家
は
18
件
で
内
４
件
に
勧
告
通
知
し
た
。

現
在
は
、
７
件
の
認
定
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
適
正

管
理
の
指
導
を
行
な
っ
て
い
く
。

Q
空
き
地
の
環
境
改
善
が
必
要
な
件
数
と
指
導
は
。

 

市
環
部
長　

全
部
把
握
し
て
い
な
い
が
苦
情
な
ど
の
情

報
で
は
２
１
６
件
。
文
書
で
改
善
指
導
し
て
い
る
。

Q
空
き
地
に
関
し
て
は
、
勧
告
や
命
令
は
出
来
な
い
の

か
。
条
例
等
制
定
の
考
え
は
な
い
の
か
。

 

市
環
部
長　

現
状
で
は
勧
告
や
命
令
は
出
来
な
い
。
今

後
条
例
等
制
定
を
慎
重

に
検
討
す
る
。

Q
中
学
校
部
活
動
指
導

の
地
域
移
行
に
つ
い
て
。

 

教
育
部
長　

休
日
・
平

日
で
指
導
者
が
異
な
る

の
は
現
実
的
で
な
い
。

克
服
す
べ
き
課
題
は
多

い
。
部
活
動
の
意
義
を

失
わ
ず
、
一
方
、
働
き

方
改
革
の
観
点
も
踏
ま

え
、
慎
重
に
進
め
る
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

屋
外
型
施
設
と
な
る
広
場
整
備
を
検
討

忍
者
観
光
拠
点
整
備
の
今
後
の
企
画
は

Q
忍
術
書
原
典
「
間
林
清
陽
」
の
写
本
が
葛
木
神
社

蔵
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
中
巻
に
は
リ
ア
ル
な
忍
者
の
48

技
が
記
さ
れ
、
貴
重
に
保
存
さ
れ
た
お
宝
発
見
に
感
無

量
。
日
本
遺
産
の
今
後
の
歴
史
探
訪
に
磨
き
を
期
待
し

た
い
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
回
復
の
今
、
リ
ア
ル
忍
者

館
の
利
用
実
績
と
課
題
・
今
後
の
展
望
を
伺
う
。

 

産
経
部
長　

観
光
案
内
所
と
し
て
委
託
運
営
。
コ
ロ

ナ
禍
で
来
館
者
は
約
４
万
人
。
滞
在
時
間
は
40
分
で
リ

ピ
ー
タ
ー
は
把
握
し
て
い
な
い
。
今
後
は
、
魅
力
あ
る

企
画
・
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
努
め
る
。

Q
第
２
次
拠
点
整
備
の
、
誘
客
・
お
も
て
な
し
・
遊

び
体
験
・
経
済
効
果
・
コ
ロ
ナ
影
響
等
含
め
、
見
直
し

や
市
民
参
画
の
視
点
は
ど
う
捉
え
企
画
す
る
の
か
。

 

産
経
部
長　

当
初
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
エ

リ
ア
に
建
物
整
備
と

計
画
し
た
が
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
、
屋
外
型
施
設
と

な
る
広
場
整
備
へ
検

討
予
定
。
今
後
地
域

の

意

見

を

踏

ま

え
、

協
議
・
検
討
。

A Q

環
境
基
本
計
画
に
よ
り
適
正
管
理
を

空
き
地
・
空
き
家
の
環
境
美
化

A Q

本
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め
る

今
後
の
社
会
的
養
護
の
充
実
は

Q
社
会
的
養
護
に
対
す
る
市
の
考
え
と
取
り
組
み
は
。

‌

健
福
部
長　

支
援
の
必
要

な
子
ど
も
や
家
庭
を
早
期

に
把
握
し
、
支
援
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
共
に
、

体
制
を
強
化
し
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

Q
児
童
虐
待
の
現
状
と
相

談
件
数
は
。

‌

健
福
部
長　

令
和
２
年
度
か
ら
相
談
件
数
は
急
激
に

増
え
て
お
り
、
心
理
的
虐
待
が
４
割
か
ら
５
割
。

Q
市
に
お
け
る
里
親
の
現
状
は
。

‌

健
福
部
長　

令
和
３
年
度
末
現
在
で
14
世
帯
23
名
が

登
録
さ
れ
て
お
り
、
市
内
の
里
親
委
託
は
３
名
。

Q
甲
賀
学
園
「
鹿
深
の
家
」
の
施
設
整
備
は
。

‌

こ
政
部
長　

令
和
５
年
か
ら
６
年
度
に
か
け
て
施
設

整
備
さ
れ
る
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

Q
入
所
者
自
立
支
援
の
現
状
と
市
の
考
え
は
。

‌

健
福
部
長　

措
置
延
長
も
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
市

も
本
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Q
今
後
の
社
会
的
養
護
充
実
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

‌

市
長　

国
や
県
に
対
し
要
望
す
る
と
共
に
、
関
係
機

関
と
連
携
も
取
り
な
が
ら
本
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に

努
め
て
い
き
た
い
。

A Q

観光拠点施設周辺広場イメージ図

凛 風 会

凛 風 会

凛 風 会

橋本　律子

瀨古　幾司

橋本　恒典

休日部活動の様子

老朽化著しい鹿深の家の管理棟

議員が選挙区内にあるものに対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。公職選挙法メモ
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

事
業
実
施
可
能
性
調
査
に
予
算
計
上

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘
致
の
取
り
組
み
は

Q
本
市
へ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘
致
の
考
え
は
。

‌

市
長　

国
に
お
い
て
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
拠
点
の
地

方
分
散
を
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
の
実
現
に

向
け
た
デ
ジ
タ
ル
基
盤
整
備
の
一
つ
に
位
置
付
け
て
お

り
、
今
後
、
電
力
や
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
へ
の
財
政

支
援
、
ま
た
許
認
可
等
の
規
制
の
改
正
、
運
用
の
見
直

し
も
見
込
ま
れ
る
た
め
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
す
る
こ
と

な
く
、
本
市
へ
の
誘
致
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
る
。

Q
情
報
シ
ス
テ
ム
の
保
守
、
改
修
、
更
改
等
の
際
に

現
業
者
と
再
契
約
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
例
に
お
い

て
、
ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク
イ
ン

の
現
状
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

随
意
契
約
、
業
者
に
任
せ
き

り
の
現
状
は
。

‌

総
務
部
長　

現
在
、
情
報

系
及
び
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
を

更
新
す
る
際
は
、
将
来
の
円

滑
な
デ
ー
タ
移
行
を
目
的
と

し
て
、
あ
ら
か
じ
め
調
達
仕

様
書
に
抽
出
及
び
移
行
作
業

も
業
務
に
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
等
を
明
記
、
支
障
な
く
移

行
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。 A Q

誠 翔 会

小河　文人

QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

　

６
月
３
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
財
産
の
取
得
の
件
を

審
議
し
ま
し
た
。

財
産
の
取
得

◦
高
規
格
救
急
自
動
車
の
購
入　

１
台

　

更
新
理
由
「
消
防
車
両
更
新
計
画
に
基
づ
き
、
甲
南
消

　

防
署
配
備
の
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新
す
る
も
の
」

　

購
入
価
格　

２
６
８
８
万
４
千
円
（
税
込
）

　

購
入
先　

滋
賀
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

‌

採
決　

全
員
賛
成
に
て
可
決

◦
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入　

１
台

　

更
新
理
由
「
消
防
車
両
更
新
計
画
に
基
づ
き
信
楽
消
防

　

署
配
備
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
す
る
も
の
」

　

購
入
価
格　

３
７
２
９
万
円
（
税
込
）

　

購
入
先　

㈱
斉
藤
ポ
ン
プ

‌

採
決　

全
員
賛
成
に
て
可
決

諸
般
の
報
告

　

去
る
５
月
２
日
、
里
見
淳
議
員
か
ら
甲
賀
市
議
会
議

員
の
辞
職
願
が
あ
り
、
同
日
甲
賀
市
議
会
議
長
に
お
い

て
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
２
番
は
欠
員
と
な

り
ま
し
た
。

　

次
に
５
月
13
日
に
甲
賀
市
議
会
に
お
い
て
、
本
組
合

議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
た
結
果
、
堀
郁
子
議

員
が
本
組
合
議
会
議
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

‌

議
席
の
指
定
に
つ
い
て

　

今
回
、
当
選
さ
れ
た
堀
郁
子
議
員
は
２
番
に
指
定
。

甲南消防署に更新予定の救急自動車信楽消防署の更新予定の消防ポンプ自動車

データセンター設備



全国市議会議長会第98回定期総

会において、通算20年以上議員

として在職されたことに対して

議長会から橋本律子議員が表彰

されました。

橋本律子議員

編集作業を視察される戸田市議会

特別表彰
　
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
が
「
議
会
改
革
度
調
査
２

０
２
１
」
ラ
ン
キ
ン
グ
３
０
０
を
公
開
し
、
甲
賀
市
議
会
は
１
３

５
５
議
会
中
１
７
２
位
と
な
り
ま
し
た
。
情
報
共
有
、
住
民
参
画
、

機
能
強
化
の
３
分
野
で
評
価
さ
れ
、
甲
賀
市
議
会
は
住
民
参
画
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き
な
か
っ
た
議
会

報
告
会
な
ど
、
広
聴
機
能
を
強
化
し
改
善
で
き
る
よ
う
、
住
民
参

画
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
甲
賀
市
議
会
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の
推
移

２
０
１
８
ラ
ン
キ
ン
グ
（
Ｈ
30

）

６
４
位
　
　

２
０
１
９
ラ
ン
キ
ン
グ
（
Ｒ
元
）
１
１
７
位
　
　

２
０
２
０
ラ
ン
キ
ン
グ
（
Ｒ
２
）
１
１
２
位
　
　

２
０
２
１
ラ
ン
キ
ン
グ
（
Ｒ
３
）
１
７
２
位
　
　

甲賀市議会は 172 位

第
72

回
全
国
植
樹
祭

広
報
部
会
へ

　
　戸
田
市
議
会
よ
り
視
察
受
け
入
れ

近
畿
市
町
村
広
報
紙
セ
ミ
ナ
ー

　
７
月
４
日
㈪
埼
玉
県
戸
田
市
議
会
よ
り
、
議
会

だ
よ
り
の
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
甲
賀
市
は
原

稿
作
成
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
ペ
ー
ジ
割
、
校
正
ま
で
議

員
が
行
っ
て
お
り
、「
な
か
な
か
、
そ
こ
ま
で
議
員

が
出
来
な
い
」
と
び
っ
く

り
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

議
員
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
市

民
の
皆
さ
ま
へ
思
い
を
伝

え
る
議
会
だ
よ
り
を
、
さ

ら
に
わ
か
り
や
す
く
良
い

も
の
に
な
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
、
議
員
手
づ
く
り

で
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
６
月
５
日
㈰
第
72
回
全
国
植
樹
祭
が
甲

賀
市
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
本
市

議
会
議
員
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
天
皇

皇
后
両
陛
下
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ご
出
席

と
な
り
ま
し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
素

晴
ら
し
い
式
典
に
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
26

日
㈫
〜
28

日
㈭
近
畿
市
町
村
広
報
紙
セ

ミ
ナ
ー
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
広
報
部
会
か
ら
３
人
の

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
見
出
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、

写
真
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
部
会
長
の
谷
永
委
員
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
、
広
報
紙
づ
く
り
の
苦
労
や
工
夫
な
ど
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
甲
賀
市
の
議
会
だ
よ
り
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
本

セ
ミ
ナ
ー
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
お
り
、
賞

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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2022年7月2日㈯、

第10回ふれあいゆる

スポフェスティバルが

水口体育館で開催さ

れました。体力測定・

運動アドバイス・各種競技体験などを通し

て市民の健康増進を促す楽しい催しとな

りました。表紙の写真は『ボッチャ』とい

う競技で、2025年の国スポ・障スポ滋賀

県開催正式競技種目です。甲賀市での障

スポ正式種目のひとつでもあるので是非

皆さんも体験してみてくださいね！大人も

子どもも楽しめます。

▼ 気温30度を越す毎日が続きま

すが、皆さま、体調崩しておられ

ませんでしょうか。クーラーを適

宜、お使いいただき、くれぐれも

熱中症になられませんよう、お身

体に気をつけてお過ごしくださ

い。 ▼新型コロナウイルス感染も

増えてきていますが、マスクも屋

外で人と話さない時は外すなど、

体調管理に注意していきましょ

う。 ▼今回の議会だよりは4ペー

ジ少なくなり、コンパクトになり

ました。次回は決算審査がありま

すので24ページに戻ります。こ

れからも読みやすい紙面づくりに

力を入れていきます。

（広報部会　堀　郁子）

編集後記

（写真撮影　北田麗子委員）

議会だよりのタイトル「あなたとつなぐ」をテーマに、市民の

皆さまの活動を広報広聴委員会で取材し、ご紹介いたします。

今回は視覚障害者福祉協会を取材させていただきました。ともに障がい者差別のない社会を目指します。

議会だよりを音声データにしてお渡しできます。お気軽に議会事務局または社会福祉協議会にお申し出ください。

甲賀市視覚障害者福祉協会甲賀市視覚障害者福祉協会

●協会の目的を教えてください。

　視覚障がい者が相互に助け合い、組織的に共に活動し、相談し合

えることを目的に活動しています。

●会員数とサポートメンバーについて教えてください。

　会員数は31名で、すべて視覚障がい者です。ガイドヘルパーさ

んを中心に、社会福祉協議会やNPO法人の協力を得て、協会事業

や外出支援等を行っています。

●協会として課題に感じておられることは何ですか。

　個人情報保護の観点から、新たに視覚障がいの

認定を受けられた方の情報が得られないので、直

接入会をお勧めできず、その方々のお役に立てな

いとともに、会員数の増加が図れないこと。

●議会だよりについて、感想をお聞かせください。

　議会での意見や決定事項を知らせていただける

ことは、ありがたいと感じている。専門用語では

なく、できるだけ誰にでもわかりやすい言葉や文

章にして欲しい。

●どんな活動をされていますか。

　・歩行訓練

・パソコン・スマホ教室

・カラオケ・民謡

・卓球など、障がい者スポーツ

・日常生活用具補助など情報提供

等々

シリーズ

「あなたとつなぐ」

このアプリを使って紙幣を撮影すると映っている紙幣を音声で何円札か知らせてくれる

スマホ教室 スマホが使えれば、便利！ 甲賀市視覚障害者福祉協会総会

総会の議長も会員

が務められ、点字

で口述の確認をさ

れています。

編
集

■
広

報
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う
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8月30日 9時30分～

本会議（第1日）議案上程・提案説明

9月7日 9時30分～

本会議（第2日）議案審議・付託等

9月8日 9時30分～

本会議（第3日）一般質問・常任委員会代表質問

9月9日 9時30分～

本会議（第4日）一般質問

9月12日 9時30分～

本会議（第5日）一般質問

9月13日 9時30分～

本会議（第6日）一般質問

9月

14・15・16・20

21・22・26・27日

　　　 　9時30分～

委員会

9月30日 9時30分～

本会議（第7日）委員長報告・質疑・討論・採決

9 月議会の予定

議会の傍聴ができます。議会の傍聴ができます。

本会議と委員会は誰でも傍聴することができま
す。傍聴を希望する方は議会事務局までお問い
合わせください。ネット中継もしています。

8 月

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

9 月

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30


